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ニュース News and Announcements 
 

  

第 18 回青空地衣教室（神奈川県丹沢やどろぎ）のご案内 
Announcement of the 18th JSL Outdoor School on Lichens at Yadorogi, Tanzawa, Kanagawa-ken (21 May 2006) / 
Tadao ANZAI 

安斉唯夫： 地域活性化委員会関東 
     

第 18 回青空地衣教室の日程が決まりましたので，次

のとおり御案内いたします． 

＊ ＊ ＊ 

1．場所： 神奈川県松田町寄（やどろぎ）．低山地の

地衣類を観察します． 

2．月日： 2006 年 5 月 21 日（日曜日）  

3．雨天決行： 荒天が確実な場合中止することがあり

ます，判断に迷うときは下記連絡先まで問い合わせ

ください． 

4．講師： 原田浩先生（千葉県立中央博物館） 

5．参加費： 1000 円（家族でも同額），ただし学生は

500 円 

6．定員： 約 20 名（申し込み順）． 

7．行程 

１) 11：15 集合／寄（やどろぎ）バス停前自然休

養林管理センター前庭 

・鉄道，バスで参加の方は，小田急線新松田駅

10:50 発寄行き（富士急バス 3 番乗場）バス

に乗車し，終点「寄」で下車してください．

新松田駅に世話人は待機しておりませんので

ご注意ください． 

・車でお越しの方は，松田町寄の自然休養林管理

センター前に無料駐車場があります． 

・昼食を用意してください．現地で昼食を購入す

ることはできません． 

・「原色日本地衣植物図鑑」を抱えている人に声

をかけてください． 

2) 11：15～ シタンゴ山に向かって少し登り，山

麓の栗林一帯で観察します． 

3) 15：00 頃 寄バス停にて解散（新松田行きバス

は毎時 30 分頃） 

8．持ち物／雨具，昼食．資料「校庭のコケ」．10～

20 倍のルーペ，筆記具． 

9．申し込み方法 

下記世話人まで連絡先，利用される交通機関をお知らせ

ください． 

安斉唯夫 kozaiwa@jcom.home.ne.jp，

Fax03-6780-8818 

木下靖浩 ponkichi@mtj.biglobe.ne.jp 

当日の緊急連絡先 木下靖浩携帯電話

0901-264-9858 安斉唯夫携帯電話

0902-759-7872 
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〔交通機関参考資料〕 

・新松田駅（富士急バス 3 番乗り場寄行き）発寄行き：

富士急湘南バス 0465-84-0093 

9:05→9:30，9:40→10:05，10:50→11:15，11::55
→12:20 

・千葉 7:54 普通三鷹行→新宿 9:03／9:11 小田急急

行箱根湯本行→10:36 新松田（小田急線乗換にはこ

の時刻より余裕があるほうが良い）

 

写真館 Photo Gallery 
 

  

パスチュールをまとったシラホシコヤガの幼虫 
A caterpillar (Enispa bimaculata) decorated with pustule fragments from a foliose lichen Hypotrachyna osseoalba 
found on the trunk of a cherry tree in Ichihara, Chiba-ken / Hiroshi HARADA & Hideko OHISHI 

 原田 浩 1)・大石英子 2)： 1)千葉県立中央博物館・2)横浜国立大学大学院 環境情報学府 
 

 

本誌にシラホシコヤガの写真が登場し

たのは，37号，大石撮影によるものだっ

た．それはマツゲゴケに生息し，その粉芽

をまとっているように見受けられた．一方，

今回ご紹介するのは，原田が市原市市民の

森で撮影したもので（左図），あいかわら

ず見事なカムフラージュだ．桜樹幹上のゴ

ンゲンゴケの上で見つけたのだが，どう見

てもゴンゲンゴケ由来と思われるパスチ

ュール断片を身にまとっている．地衣体の

一部は皮層と藻類層が食べられたと見ら

れ，白い髄層をむき出しにしている． 

―――――――― 
●複写される方へ 
本誌に掲載された著作物を複写したい方は，

許諾を受けてください．詳細は本誌62号222
ページに． 
●Notice about 
photocopying 
In order to photocopy any work from this 
publication, you or your organization must 
obtain permission.  For details, see No. 62, 
p. 222 of this publication. 
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